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特長

■ Controller Area Network（CAN）の標準規格2.0Aおよび2.0Bパッシブ／ア
クティブに互換

■ 完全な同期フリップフロップ・デザイン
■ 複数のアクセプタンス・フィルタリング・オプション
■ セルフ・テスト・モード
■ 読み出し可能なエラー・カウンタ
■ １Mbit/sec.までのデータ転送レート
■ 12MHzのサイクル周波数

概要

このCANバス用メガファンクションはCANの標準規格2.0Bに適合しており、CAN
の拡張機能（CANの標準規格2.0Bアクティブ）もサポートしています。このメガファ
ンクションは、ベーシックCANプロトコル（マスク・レジスタとコード・レジスタは
フィリップス社のCANコントローラ、82C200に類似）、フルCANプロトコル（イン
テル社の82527に類似）、およびベーシック・プロトコルとフル・プロトコルを組み合
わせた計３種類のアクセプタンス・フィルタリング・オプションを提供しています。ま
た、このCANバス・メガファンクションは、エラー処理、スタッフ・ビット生成、CRC
（cyclic redundancy code）、複数のサンプリング・ポイントを含むCANの標準規格
2.0で要求されるすべての機能をサポートしています。

このCANバス・メガファンクションは受信および送信用バッファとの接続のためにユ
ニバーサルなインタフェースを提供しており、このメガファンクションを個々のアプリ
ケーションに最適化できるようになっています。このメガファンクションは、自動車エ
レクトロニクス、ホーム・オートメーション、シンプルなセンサ／アクチュエータ・シ
ステムなどを含む幅広いアプリケーションに最適です。図１はこのCANバス・メガファ
ンクションのブロック図を示したものです。

図１　CANバス・メガファンクションのブロック図
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機能の説明

このメガファンクションの基本モジュールはCANの標準規格2.0Bにしたがってそれ
ぞれのタスクを実行します。基本モジュールは受信用バッファを持っていません。

CANバス・インタフェース

CANバス・インタフェースはRx入力ピンとTx出力ピンによるシンプルな２線接続形
式となっています。双方の接続はTTLレベルで動作し、ISO/DIS 11898互換のトラン
シーバ（フィリップス社のPCA 82C250またはボッシュ社のCF150、あるいはシリ
コニクス社のSI 9200）、またはモデファイドRS-485インタフェースとの適切な動作
を実行します。

エラー・カウンタ

CANのプロトコルには、欠陥のあるノードとの接続をオフにするための「オート・フォ
ルト・ロケーション」の機能が含まれています。この機能は受信用のエラー・カウンタ
（REC）と送信用のエラー・カウンタ（TEC）の２つのエラー・カウンタによって実現
されています。これらのカウンタはCANの標準規格2.0にしたがって、インクリメン
トまたはディクリメントされます。

エラー・プロテクション

各テレグラムには、実際のデータから生成された15ビット幅のCRCコードが複数のプ
リシーディング・テレグラム・セクション（フレームの先頭部、アービトレーション・
フィールド、コントロール・フィールド、およびデータ・フィールド・セクション）に
含まれています。テレグラムが受信されると、実際のデータがテレグラムに含まれてい
るCRCコードと比較されます。CRCコードと実際のデータが一致しなかった場合は、
このメガファンクションがエラー・テレグラムを送信します。

ビットストリーム・プロセッサ／内部インタフェース

データは８ビット幅のデータ・バスを通じて基本モジュールにパラレルに送信できま
す。そして、基本モジュールがデータのブロックをシリアルなビットスリームに変換し
ます。基本モジュールがひとつのロウで５ビットの同じ極性を検出した場合、逆極性の
スタッフ・ビットをビットストリームに挿入し、再同期化のために必要なエッジが得ら
れるようにします。スタッフ・レジスタは受信したビットストリームからスタッフ・
ビットをフィルタリングし、ビット・ストリームがインタフェース部に送信されます。

アクセプタンス・フィルタリング

このメガファンクションは３種類のアクセプタンス・フィルタリング・オプションを提
供しており、フルCANプロトコルを示す１個または複数の識別子を持ったアクセプタ
ンス・フィルタリング、１個のマスク・レジスタを持ったアクセプタンス・フィルタリ
ング（ベーシックCAN）、フルCANとベーシックCANを組み合わせたフィルタリン
グがサポートされています。

インタラプト

このメガファンクションでは、下記のいずれかのイベントが発生したときに、１つまた
は複数のインタラプト出力がトリガされるようにすることができます。

■ メガファンクションがエラー・パッシブになったとき
■ メガファンクションが「バス・オフ」の状態に達したとき
■ エラー・カウンタがプログラマブル・レベルを超えたとき
■ テレグラムが正常に送信されたとき
■ テレグラムが正常に受信されたとき
■ 受信バッファがオーバフローしたとき
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デバイス使用効率

表１はこのメガファンクションをFLEX 10KとFLEX 8000のアーキテクチャに実現
した場合に必要となるロジック・セルの数を示したものです。

デバイス・ 最小 スピード・ ロジック・
EAB数 fMAX 供給状況

ファミリ デバイス グレード セル数

注：

(1) FLEX 8000デバイスにEABは内蔵されていません。

CANバス・メガファンクションの詳細については、SICAN Microelectronics社へ直
接、お問い合わせ下さい。

FLEX 10K EPF10K20 -3 720 0 12 MHz 供給中

FLEX 8000 EPF8820A -2 720 注 (1) 12 MHz 供給中

　表１　CANバス・メガファンクションの実現に必要なロジック・セル数
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